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Ⅰ 本県教育振興の基本的な考え方 



５ 

１ 【本計画の基本理念】 
現在、技術革新やグローバル化が急速に進み、社会の大きな変革期にあります。また、気候変動

の影響などもあり、未来を正確に予測することは一層難しくなっています。そのような中でも、明

日に希望をもってたくましく生きていくためには、次のことが必要になると考えます。 

 

  

 

 自分が目指す未来を自ら描けることは、その人の生きる力につながります。しかし、目指す未来

を描いても、描いたとおりに事が運ぶとは限りません。そのような時に、目指す未来を描き直し、

再び一歩を踏み出せることは、困難を乗り越えるたくましさにつながります。 

このような力を身に付けるためには、毎日の生活の中で、目標を立て、達成方法を考え、実践す

るという一連の経験をできるだけ多くさせる必要があります。その際、まずは、本人が立てた計画

どおりに実践するのを見守ることが極めて大切です。その上で、うまくいかないときには、計画を

修正し、もう一度挑戦する機会を与えます。 

 

  

 

 問題の本質を把握し自ら問いを立てる力、解決の見通しを立てる力、膨大な情報の中から必要な

情報を選び収集する力、収集した情報を整理・分析し解釈する力、答えが一つに定まらない問題に

も自ら解を見いだしていく力などは、学問的な探究をする際はもちろん、仕事や生活上の課題を解

決する際にも必要となります。 

このような力を身に付けるためには、毎日の学習の中で、自ら問いや仮説を立て、協働的な学び

の中で互いの考えを出し合いながら、その検証の方法や手順を考え、考えた方法や手順に従って検

証、考察して結論を出すなどの経験をできるだけ多くさせる必要があります。 

 

  

 

 多様な他者と協働して新しい価値観や行動を生み出すためには、例えば、自他の価値観や考え方

を尊重し合う態度、対面でのコミュニケーションを通じて人間関係を築く力、自らの課題を乗り越

えつつ他者と協働して物事を成し遂げる力などが必要となります。 

こうした力を身に付けるためには、多様な他者との関わりの中で育ち、心の豊かさを養うことが

極めて重要です。また、地域の多くの大人が子どもたちに関わり、一人一人の挑戦や頑張りを認め

ることで、子どもたちは小さな成功体験を積み重ね、自己肯定感や自己有用感を高めることができ

ます。 

 

 以上の考えに基づき、今後５年間の本県の教育施策推進の基本理念を以下のとおりとします。 

 

  基本理念 
 

とちぎに愛情と誇りをもち 
未来を描き ともに切り拓くことのできる 

心豊かで たくましい人を育てます  
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自分の目指す未来を自ら描く力を身に付けること 

描いた未来を実現するために必要な力を身に付けること 

多様な他者と協働して創造する力・心の豊かさを身に付けること 
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２ 【基本目標】 
 基本理念を具現化するため、以下Ⅰ～Ⅵの基本目標を設定します。 

 
～全ての教育活動の前提として～ 

本県では、平成 29（2017）年３月 27 日に発生した那須雪崩事故により、生徒７名、教員１名

の尊い命が失われました。このような痛ましい事故を二度と起こしてはならないという決意の下、

学校における全ての教育活動の安全管理の徹底と安全教育の充実に取り組み、学びの場における

安全の確保を図ります。 

 

全ての子どもたちが様々なことに積極的に挑戦し、自分の可能性を伸ばしていくためには、自

分の思いや考えを安心して表現できる場、存分に力を発揮できる場が保障されていることや、ニ

ーズに応じた適切な指導・支援を受けられることが必要です。そこで、人権尊重の精神を育む教

育、多文化共生に向けた教育を推進するとともに、特別支援教育や日本語指導の充実を図ります。 

 
～子どもたちにたくましさを育むための具体策として～ 

予測困難な時代をたくましく生きていくためには、基礎的な知識・技能に加え、主体的に学び

続ける力が必要となります。また、困難に負けず、時に協働して物事を成し遂げるためには、心

の豊かさも必要です。さらに、体力は人間の活動の源であり、精神面の充実にも大きく関わって

います。そこで、これらをバランスよく育成することを通して、未来を切り拓く力の基礎を育ん

でいきます。 

 

よりよく自己実現を図っていくためには、社会との相互関係を保ちつつ、自分らしい生き方を

展望し、実現していくことが大切です。そこで、学校や家庭、地域など、所属する集団の中で自

分の役割を考え、実践することや、家族や社会の一員としての役割を考えることなどを通して自

身の生き方についての考えを深め、自分の未来を創る力を育んでいきます。 

 

人が夢や志をもつとき、そこには、それまでの認識を新たにするような学びや体験があります。

そこで、学びたいときに学ぶことのできる生涯学習社会の実現を目指すとともに、学ぶ人の世界

を広げ、さらに広げたくなるような学び、新たな夢や目標につながるような体験など、豊かな学

び・体験の機会を提供し、子どもから大人まで、一人一人の夢や志を育んでいきます。 

 

～各取組を効果的に推進するために～ 

教員一人一人が自らの職責、経験及び適性に応じて資質の向上を図り、今日的な課題にも対応

していくことができるよう研修の充実を図るとともに、教員が本来担うべき業務に専念できるよ

う学校における働き方改革を推進し、学校運営体制の充実を図ります。同時に、学校・家庭・地

域の連携・協働を一層推進し、家庭・地域の教育力の向上を図ります。また、魅力ある学校づく

りを推進するとともに、児童生徒が安全に学校生活を送れるよう、学校施設・設備の整備を進め

ていきます。 
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基本目標Ⅱ 一人一人を大切にし、可能性を伸ばす 

基本目標Ⅲ 未来を切り拓く力の基礎を育む 

基本目標Ⅳ 自分の未来を創る力を育む 

基本目標Ⅴ 豊かな学びを通して夢や志を育む 

基本目標Ⅰ 学びの場における安全を確保する 

基本目標Ⅵ 教育の基盤を整える 



３　「栃木県教育振興基本計画2025」　施策体系

【教育をめぐる社会の状況】【基本理念】 【基本目標】 【基本施策・主な取組】

１　学校安全の徹底・充実

(1) 教員の学校安全に関する資質・能力の向上

(2) 校内の体制整備の強化

(3) 安全教育の充実

２　人権尊重の精神を育む教育の充実

(1) 人権教育の充実に向けた連携体制の整備

(2) 指導者の人権意識の高揚と指導力の向上

(3) 人権や人権問題の正しい理解を図るための学習・啓発の充実

３　特別支援教育の充実

(1) 教員の理解促進と実践的な指導力の向上

(2) 就学前から学校卒業後までの一貫した支援体制の構築

４　多文化共生に向けた教育の推進

(1) 国際教育の推進

(2) 日本語指導が必要な外国人児童生徒等への指導・支援の充実

５　確かな学びを育む教育の充実

(1) 学びの基礎を培う幼児教育の充実

(2) 学習の基盤となる資質・能力の育成

(3) 確かな学力の育成

６　豊かな心を育む教育の充実

(1) 学校の教育活動全体を通じた道徳教育の充実

(2) 子どもの読書活動の推進

７　健やかな体を育む教育の充実

(1) 体育活動の充実

(2) 学校保健、食育・学校給食の充実

８　自己指導能力を育む児童・生徒指導の充実

(1) 学業指導の充実

(2) 教育相談・支援体制の充実

(3) 児童・生徒指導上の諸課題への対応

９　社会に参画する力を育む教育の充実

(1) 社会の形成者としての資質・能力を育む教育の充実

(2) 持続可能な社会の創り手を育む教育の推進

10　キャリア教育・職業教育の充実

(1) キャリア教育の充実

(2) 職業教育の充実

11　ふるさとの自然・歴史・伝統・文化等を学ぶ機会の充実

(1) ふるさととちぎを学ぶ機会の充実

(2) 伝統や文化に関する教育の充実

(3) 文化財の保存と文化財に触れ親しむ機会の充実

12　より高度な世界・広い世界に触れる機会の充実

(1) 高度な学びの機会の充実

(2) 産学官連携による産業教育の充実

(3) 国際的視野やチャレンジ精神の涵養

13　県民一人一人の生涯学習への支援

(1) 生涯学習推進の基盤づくり

(2) 生涯にわたる学びの機会の充実

(3) 学びを生かした地域づくりの促進

14　いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会を契機としたスポーツの推進

(1) 本県選手の競技力の向上

(2) 大会の開催によるレガシー（遺産）の継承

15　学校教育の情報化の推進

(1) 教員のＩＣＴ活用指導力の向上

(2) 情報モラル教育の充実

(3) ＩＣＴ環境の充実

16　教員の資質・能力の向上

(1) 養成・採用・研修の一体的な取組の推進

(2) 教員のキャリアステージに応じた研修の充実

17　学校運営体制の充実

(1) 学校の指導体制の充実

(2) 学校における働き方改革の推進

(3) 教職員の保健管理の充実

18　家庭・地域の教育力の向上、学校との連携・協働の推進

(1) 「ふれあい学習」の推進

(2) 学校と地域の連携・協働の推進

(3) 家庭教育への支援

20　学校施設・設備の整備

(1) 県立学校施設・設備の整備

(2) 公立小・中学校施設の整備促進

７

19　魅力ある県立高校づくりの推進
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Ⅰ　学びの場における
     安全を確保する

Ⅱ　一人一人を大切にし、
     可能性を伸ばす

Ⅲ　未来を切り拓く力の
     基礎を育む

Ⅳ　自分の未来を創る
     力を育む

Ⅴ　豊かな学びを通して
     夢や志を育む

Ⅵ　教育の基盤を整える

人口減少・高齢化

・総人口の減少

・高齢者割合の増加

・若者の転出超過

・ふるさとへの愛情、

誇りの醸成

・生涯学習の機会や

活躍の機会の充実

技術革新

・社会、生活、学びの変化

・読解力の低下

・ＳＮＳ等のトラブル

・情報活用能力等の

資質・能力の育成

・新しい価値を創造

する力の育成

グローバル化

・グローバル化の進展

・新型コロナウイルス

感染症の感染拡大

・外国人労働力への依存

・自他の文化や考え

方を尊重し合う態度

の育成、多文化共

生社会の実現

地域コミュニティの変化

・人間関係の希薄化

・社会貢献活動への意欲

・学校行事参加率の高さ

・学校・家庭・地域の

連携・協働の推進

・学校を核とした地域

づくりの推進

自然災害、感染症等

・気候変動及びその

影響の拡大

・新型コロナウイルス

感染症の感染拡大

・困難を乗り越えるた

くましさの育成

・持続可能な社会の

実現

求められること

求められること

求められること

求められること

求められること


